
日本野鳥の会　大阪支部 

や 野外活動、無理なく楽しく

さ 採集は控えて自然はそのままに

し 静かに、そーっと

い 一本道、道からはずれないで

き 気をつけよう、写真、給餌、人への迷惑

も 持って帰ろう、思い出とゴミ 担当： 上村　賢　(０７２１－２９－８８９０)

ち 近づかないで、野鳥の巣 室原・中薗・稲垣

奈良県明日香村の甘樫丘(あまがしのおか)は、国営飛鳥歴史公

園の一角を占めています。　古くは蘇我蝦夷・入鹿親子の邸宅

があったといわれている丘陵です。　頂上展望台からは、藤原

京跡や大和三山が一望できます。　麓には飛鳥川が流れ、付近

には農耕地・植林地・雑木林が点在しており、いわゆる｢里山｣

の景観が残されています。　この時期は、ノスリやオオタカ、

カワセミやキセキレイのほか、ジョウビタキやルリビタキ、ツ

グミやシメ、カシラダカなど、冬鳥の姿が豊富です。　途中の

剣池・和田池では、ホシハジロやキンクロハジロ、カイツブリ

やオオバンなど、水鳥の仲間も観察できます。　歴史の営みに

も触れながら冬の里山を彩る鳥たちの姿をさがしましょう。

２００６年２月１８日(土)

飛鳥・甘樫丘探鳥会
あ す か ・ あ ま が し の お か



飛鳥・甘樫丘 2005 2006 2006 飛鳥・甘樫丘 2005 2006 2006

２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月

19日 ４日 18日 19日 ４日 18日

天候 晴れ 晴／雪 天候 晴れ 晴／雪

1 カイツブリ ○ ○ 31 ヒヨドリ ○ ○

2 カワウ ○ ○ 32 モズ ○ ○

3 ダイサギ ○

4 コサギ ○ 33 ルリビタキ

5 アオサギ ○ ○ 34 ジョウビタキ ○

35 トラツグミ

6 マガモ ○ 36 シロハラ ○

7 カルガモ 37 ツグミ ○ ○

8 コガモ ○ ○ 38 ウグイス ○ ○

9 ヒドリガモ ※

10 オナガガモ ○ 39 エナガ ○ ※

11 ホシハジロ ○ ○ 40 シジュウカラ ○ ○

12 キンクロハジロ ○ ○ 41 ヤマガラ ○

42 メジロ ○ ※

13 トビ ○ ○

14 オオタカ ○ ○ 43 ホオジロ ○ ○

15 ハイタカ ○ 44 カシラダカ

16 ノスリ ○ 45 アオジ ○ ○

17 ハヤブサ ○

46 カワラヒワ ○ ○

18 キジ ○ 47 イカル ○

48 シメ ○ ○

19 バン ○

20 オオバン ○ ○ 49 ニュウナイスズメ ○

50 スズメ ○ ○

21 イカルチドリ ○ 51 ムクドリ ○ ○

22 ケリ ○ 52 ハシボソガラス ○ ○

53 ハシブトガラス ○ ○

23 キジバト ○ ○

24 アオバト ○ 54 カルガモ交雑種 ○ ○

55

25 カワセミ ○ 56

57

26 コゲラ ○ ○ 58

59

27 キセキレイ ○ ○ 60

28 ハクセキレイ ○ 注

29 セグロセキレイ ○ ○

ヒヨドリ・モズのなかま

2/4　深田池　※印

39 0

カイツブリ・ウ・サギのなかま

カモのなかま

ワシ・タカのなかま

バンのなかま

キジのなかま

その他

合 計 39

ハトのなかま

カワセミのなかま

キツツキのなかま

セキレイのなかま

チドリのなかま

ジョウビタキ・ツグミ・ウグイスのなかま

エナガ・シジュウカラ・メジロのなかま

ホオジロのなかま

スズメ・ムクドリ・カラスのなかま

アトリのなかま



30 ビンズイ
39 0合 計 39



日本野鳥の会　大阪支部 

や 野外活動、無理なく楽しく

さ 採集は控えて自然はそのままに

し 静かに、そーっと

い 一本道、道からはずれないで 撮影：稲垣大作

き 気をつけよう、写真、給餌、人への迷惑

も 持って帰ろう、思い出とゴミ 担当： 上村　賢　(０７２１－２９－８８９０)

ち 近づかないで、野鳥の巣 室原・中薗・稲垣

～スモモ畑～(尾根道経由)～北展望台(鳥合せ)

２００７年２月１０日(土)

飛鳥・甘樫丘探鳥会
あ す か ・ あ ま が し の お か　奈良県明日香村の甘樫丘(あまがしのおか)は、国営飛鳥歴史公園の

一角を占めています。　古くは蘇我蝦夷・入鹿親子の邸宅があったと

いわれている丘陵です。　頂上展望台からは、藤原京跡や大和三山が

一望できます。　麓には飛鳥川が流れ、付近には農耕地・植林地・雑

木林が点在しており、いわゆる｢里山｣の景観が残されています。　こ

の時期は、ノスリやオオタカ、カワセミやキセキレイのほか、ジョウ

ビタキやルリビタキ、ツグミやシメ、カシラダカなど、冬鳥の姿が豊

富です。　途中の剣池・和田池では、ホシハジロやキンクロハジロ、

カイツブリやオオバンなど、水鳥の仲間も観察できます。　歴史の営

みにも触れながら冬の里山を彩る鳥たちの姿をさがしましょう。

【ルート】

橿原神宮前駅東口～剣池(石川池)～和田池

～豊浦側休憩所(昼食)～甘樫橋～川原側広場～



飛鳥・甘樫丘 2005 2006 2007 2007 飛鳥・甘樫丘 2005 2006 2007 2007

２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月

19日 18日 ３日 10日 19日 18日 ３日 10日

天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

1 カイツブリ ○ ○ ○ ○ 37 ルリビタキ ○

2 カワウ ○ ○ ○ ○ 38 ジョウビタキ ○ ○ ○ ○

3 ダイサギ ○ ○ ○ 39 トラツグミ

4 コサギ 40 シロハラ ○ ○ ○

5 アオサギ ○ ○ ○ ○ 41 ツグミ ○ ○ ○ ○

42 ウグイス ○ ○ ○ ○

6 マガモ ○ ○ ○

7 カルガモ ○ 43 エナガ ○ ○ ○ ○

8 コガモ ○ ○ ○ ○ 44 シジュウカラ ○ ○ ○ ○

9 ヒドリガモ 45 ヤマガラ ○ ○

10 オナガガモ ○ 46 メジロ ○ ○ ○ ○

11 ハシビロガモ ○

12 ホシハジロ ○ ○ ○ ○ 47 ホオジロ ○ ○ ○ ○

13 キンクロハジロ ○ ○ ○ ○ 48 カシラダカ ○

49 アオジ ○ ○ ○ ○

14 トビ ○ ○ ○ ○

15 オオタカ ○ ○ ○ ○ 50 カワラヒワ ○ ○ ○ ○

16 ツミ ○ 51 イカル ○ ○ ○

17 ハイタカ ○ 52 シメ ○ ○

18 ノスリ ○ ○ ○

19 ハヤブサ ○ 53 ニュウナイスズメ ○ ○ ○

54 スズメ ○ ○ ○ ○

20 キジ ○ 55 ムクドリ ○ ○ ○ ○

56 カケス

21 バン ○ ○ ○ 57 ハシボソガラス ○ ○ ○ ○

22 オオバン ○ ○ ○ ○ 58 ハシブトガラス ○ ○ ○

23 イカルチドリ ○ ○ ○ 59 カルガモ交雑種 ○ ○ ○ ○

24 ケリ ○ ○ 60 チョウゲンボウ ○

25 クサシギ ○ ○ 61 イソヒヨドリ ○

26 イソシギ ○ 62

63

27 キジバト ○ ○ ○ ○ 64

28 アオバト ○ ○ 65

66

29 カワセミ ○ ○ ○ 67

68

30 コゲラ ○ ○ ○ ○ 69

70

31 キセキレイ ○ ○ ○ ○ 71

32 ハクセキレイ ○ ○ ○ 72

33 セグロセキレイ ○ ○ ○ ○ 73

34 ビンズイ ○ 74

＊ ゴイサギ ★ ★

35 ヒヨドリ ○ ○ ○ ○

36 モズ ○ ○ ○ ○

ジョウビタキ・ツグミ・ウグイスのなかま

エナガ・シジュウカラ・メジロのなかま

ホオジロのなかま

スズメ・ムクドリ・カラスのなかま

アトリのなかま

カイツブリ・ウ・サギのなかま

カモのなかま

ワシ・タカのなかま

バンのなかま

キジのなかま

チドリ・シギのなかま

ハトのなかま

合 計 39

その他

43 4739

カワセミのなかま

キツツキのなかま

ヒヨドリ・モズのなかま

セキレイのなかま



冬に観察できる鳥　オスとメス　見分けのポイント ２００８年２月９日(土)

全長 ｵｽ
ｃｍ ﾒｽ 頭部 くちばし 胴体 その他
48 ♂ 紺・白・茶 赤／先が白 茶色 金色銀杏羽

41 ♀ 目の周り白 黒 胸・腹に白斑 目の後ろ白線

♂ 緑／首輪白 黄色 尾羽カール

♀ 黒茶色 橙に黒

♂ 過眼線黒 黒／先が黄 白い部分大

♀ 過眼線黒 黒／先が黄 白い部分小

♂ こげ茶／緑 黒 黄色い尻

♀ 茶色 黒

♂ 黒茶色 黒 黒い尻

♀ 茶色 橙に黒

♂ こげ茶／黄 灰／先が黒 中央に白線

♀ 茶色 灰／先が黒

75 ♂ 黒茶／白 灰／中央黒 長い尾

53 ♀ 茶色 黒

♂ 黒緑 黒 茶／白

♀ 黒茶色 黒みの橙

48 ♂ こげ茶 灰／先が黒 黒／白 虹彩赤

43 ♀ 茶色 黒 茶色 虹彩黒

♂ 黒紫色 灰／先が黒 黒／白 長いお下げ髪

♀ 黒茶色 灰／先が黒 黒／茶色 短いお下げ髪

50 ♂ 青みの灰色 虹彩橙色

56 ♀ 茶色み 虹彩黄色

♂ 下が黒＊ ＊基部赤も

♀ 下が赤

♂ 後頭赤斑

♀

♂ 過眼線黒 ＊ 翼白斑 ＊若いとうろこ

♀ 過眼線茶 腹うろこ模様

♂ 青＊ 青＊／橙 ＊若いと淡い

♀ 茶色 尾羽青

♂ 銀白・黒 濃い橙 翼白斑大

♀ 茶色 淡い橙 翼白斑小

♂ 喉黒斑多い 濃い

♀ 喉黒斑少ない 淡い

♂ 太いネクタイ

♀ 細いネクタイ

♂ 過眼線黒

♀ 過眼線茶

♂ 目先黒

♀ 目先黒なし

♂ 黒灰色 黒灰色

♀ 茶褐色 茶褐色
日本野鳥の会大阪支部　飛鳥・甘樫丘探鳥会

備 考
からだの特徴

1 オシドリ

2 マガモ 翼鏡紺59

アオジ♀に似るが腹が黄色くない

11 オオタカ

18

14

16アオジ20

17

17

6

3

4 コガモ

オカヨシガモ5

7

ヒドリガモ

10

オナガガモ

8

13 コゲラ

12

9

15シジュウカラ

ツグミ

21 クロジ 17

19 ホオジロ

16 ジョウビタキ

1415

17 24

モズ

14

60

15

20

40

ハシビロガモ

カワセミ

キンクロハジロ

ホシハジロ

51

38

50

48

ルリビタキ

カルガモ 雌雄ほぼ同色

翼鏡緑

翼鏡緑

翼鏡白

翼鏡緑

翼鏡紺



日本野鳥の会　大阪支部 

や 野外活動、無理なく楽しく

さ 採集は控えて自然はそのままに

し 静かに、そーっと

い 一本道、道からはずれないで

き 気をつけよう、写真、給餌、人への迷惑 担当： 室原　満彦　　上村　賢(0721-29-8890)

も 持って帰ろう、思い出とゴミ 中薗　晋司　　杉本　英雄　　杉本　マサ子

ち 近づかないで、野鳥の巣 稲垣　大作

～スモモ畑～(尾根道経由)～北展望台(鳥合せ)

２００８年２月９日(土)

飛鳥・甘樫丘探鳥会
あ す か ・ あ ま が し の お か　奈良県明日香村の甘樫丘(あまがしのおか)は、国営飛鳥歴史公園の

一角を占めています。　古くは蘇我蝦夷・入鹿親子の邸宅があったと

いわれている丘陵です。　頂上展望台からは、藤原京跡や大和三山が

一望できます。　麓には飛鳥川が流れ、付近には農耕地・植林地・雑

木林が点在しており、いわゆる｢里山｣の景観が残されています。　こ

の時期は、ノスリやオオタカ、カワセミやキセキレイのほか、ジョウ

ビタキやルリビタキ、ツグミやシメ、カシラダカなど、冬鳥の姿が豊

富です。　途中の剣池・和田池では、ホシハジロやキンクロハジロ、

カイツブリ

【ルート】

橿原神宮前駅東口～剣池(石川池)～和田池

～豊浦側休憩所(昼食)～甘樫橋～川原側広場～



飛鳥・甘樫丘 2005 2006 2007 2008 2008 飛鳥・甘樫丘 2005 2006 2007 2008 2008

２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月

19日 18日 10日 ２日 ９日 19日 18日 10日 ２日 ９日

天候 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 天候 晴れ 晴れ 晴れ 曇り

1 カイツブリ ○ ○ ○ ○ 37 ヒヨドリ ○ ○ ○ ○

2 カワウ ○ ○ ○ ○ 38 モズ ○ ○ ○ ○

3 ダイサギ ○ ○ ○

4 コサギ 39 ルリビタキ ○ ○

5 アオサギ ○ ○ ○ ○ 40 ジョウビタキ ○ ○ ○ ○

41 イソヒヨドリ ○

6 マガモ ○ ○ 42 トラツグミ

7 カルガモ 43 シロハラ ○ ○ ○ ○

8 コガモ ○ ○ ○ ○ 44 ツグミ ○ ○ ○ ○

9 オナガガモ ○ 45 ウグイス ○ ○ ○ ○

10 ハシビロガモ ○

11 ホシハジロ ○ ○ ○ 46 エナガ ○ ○ ○ ○

12 キンクロハジロ ○ ○ ○ 47 シジュウカラ ○ ○ ○ ○

48 ヤマガラ ○ ○ ○

13 トビ ○ ○ ○ 49 メジロ ○ ○ ○ ○

14 オオタカ ○ ○ ○

15 ツミ ○ 50 ホオジロ ○ ○ ○ ○

16 ハイタカ ○ 51 カシラダカ ○ ○

17 ノスリ ○ ○ ○ 52 アオジ ○ ○ ○ ○

18 ハヤブサ ○ 53 クロジ ○

19 チョウゲンボウ ○

54 カワラヒワ ○ ○ ○ ○

20 キジ ○ ○ 55 イカル ○ ○ ○

56 シメ ○ ○ ○

21 バン ○ ○ ○

22 オオバン ○ ○ ○ 57 ニュウナイスズメ ○ ○ ○

58 スズメ ○ ○ ○ ○

23 イカルチドリ ○ ○ ○ 59 ムクドリ ○ ○ ○ ○

24 ケリ ○ ○ ○ 60 ハシボソガラス ○ ○ ○ ○

25 クサシギ ○ ○ 61 ハシブトガラス ○ ○ ○

26 イソシギ ○ ○

62 カルガモ交雑種 ○ ○ ○ ○

27 キジバト ○ ○ ○ ○ 63

28 アオバト ○ ○ 64

65

29 カワセミ ○ ○ ○ 66

30 コゲラ ○ ○ ○ ○ 67

31 ヒバリ ○ 68

69

32 キセキレイ ○ ○ ○ ○ 70

33 ハクセキレイ ○ ○ ○ 71

34 セグロセキレイ ○ ○ ○ ○ 72

35 ビンズイ ○ ○

36 タヒバリ ○
合 計 39 43 047 44

セキレイのなかま

ヒヨドリ・モズのなかま

ジョウビタキ・ツグミ・ウグイスのなかま

エナガ・シジュウカラ・メジロのなかま

ホオジロのなかま

スズメ・ムクドリ・カラスのなかま

アトリのなかま

その他

チドリ・シギのなかま

ハトのなかま

カワセミ・キツツキ・ヒバリのなかま

カイツブリ・ウ・サギのなかま

カモのなかま

ワシ・タカのなかま

バンのなかま

キジのなかま



日本野鳥の会　大阪支部 

や 野外活動、無理なく楽しく

さ 採集は控えて自然はそのままに

し 静かに、そーっと 担当： 藤　田　和　俊(飛鳥里山クラブ)

い 一本道、道からはずれないで 藤　村　はるえ　　　嶋　　　宏　子

き 気をつけよう、写真、給餌、人への迷惑 杉　本　マサ子　　　山　下　保　子

も 持って帰ろう、思い出とゴミ 石　川　良　隆

ち 近づかないで、野鳥の巣 上　村　　　賢　(090-8653-9165)

　奈良県明日香村の甘樫丘(あまがしのおか)は、国営飛鳥歴史公園の

一角を占めており、古くは蘇我蝦夷・入鹿親子の邸宅があったといわ

れています。

　頂上展望台からは、藤原京跡や大和三山が一望できます。麓には飛

鳥川が流れ、付近には農耕地・植林地・雑木林が点在しており、いわ

ゆる｢里山｣の景観が残されています。

　この時期は、ノスリやチョウゲンボウ、カワセミやキセキレイのほ

か、ツグミやシロハラ、カシラダカやニュウナイスズメなど、冬鳥の

姿が豊富です。　途中の石川池(剣池)・和田池では、水鳥のなかまや

草地の鳥たちも観察しましょう

あ す か ・ あ ま が し の お か

飛鳥・甘樫丘探鳥会
２０２５年２月１日(土)



飛鳥・甘樫丘 '05 23 24 2025 あすか '05 23 24 2025

～ 2 2 ２月 あまがしのおか ～ 2 2 ２月

20 4 3 １日 '19 4 3 １日

天候 晴れ 晴曇 晴曇 てんこう はれ はれくもり はれくもり

5 キジ ○ ○ ○ ○ 457 ツバメ ○

27 ヨシガモ ○ 461 イワツバメ ○

30 マガモ ○ ○ 463 ヒヨドリ ○ ○ ○ ○

32 カルガモ ○ ○ ○ ○ 464 ウグイス ○ ○ ○ ○

34 ハシビロガモ ○ ○ 466 エナガ ○ ○ ○

35 オナガガモ ○ 485 メジロ ○ ○ ○ ○

38 コガモ ○ ○ ○ ○ 501 ヒレンジャク ○

42 ホシハジロ ○ ○ ○ ○ 506 ムクドリ ○ ○ ○ ○

46 キンクロハジロ ○ ○ ○ ○ 514 トラツグミ ○ ○

58 ミコアイサ ○ 520 マミチャジナイ ○

62 カイツブリ ○ ○ ○ ○ 521 シロハラ ○ ○ ● ○

74 キジバト ○ ○ ○ ○ 525 ツグミ ○ ○ ○ ○

78 アオバト ○ 536 ルリビタキ ○

127 カワウ ○ ○ ○ ○ 540 ジョウビタキ ○ ○ ○ ○

139 ゴイサギ ○ 549 イソヒヨドリ ○ ○ ○ ○

144 アオサギ ○ ○ ○ 568 ニュウナイスズメ ○ ○

146 ダイサギ ○ ○ ○ 569 スズメ ○ ○ ○ ○

148 コサギ ○ 573 キセキレイ ○ ○ ○

166 クイナ ○ 574 ハクセキレイ ○ ○ ○ ○

170 ヒクイナ ○ ○ 575 セグロセキレイ ○ ○ ○ ○

174 バン ○ 580 ビンズイ ○ ○ ○ ○

175 オオバン ○ 584 タヒバリ ○

195 ケリ ○ 586 アトリ ○

202 イカルチドリ ○ ○ ○ ○ 587 カワラヒワ ○ ○ ● ○

235 アオアシシギ ○ ○ 588 マヒワ ○

239 クサシギ ○ 592 ベニマシコ ○

244 イソシギ ○ 599 ウソ ○

339 ミサゴ ○ 600 シメ ○ ○ ○

342 トビ ○ ○ ○ 602 イカル ○ ○ ○ ○

354 ツミ ○ 610 ホオジロ ○ ○ ○ ○

355 ハイタカ ○ ○ ○ ○ 617 カシラダカ ○ ○ ● ○

356 オオタカ ○ ○ 624 アオジ ○ ○ ○ ○

358 ノスリ ○ ○ ○ 625 クロジ ○

383 カワセミ ○ ● ○ 397 アオゲラ ○

390 コゲラ ○ ○ ○ ○

401 チョウゲンボウ ○ ○ ○ ○

407 ハヤブサ ○

420 モズ ○ ○ ○ ○ ＊ コジュケイ ○

435 ハシボソガラス ○ ○ ○ ○ ＊ カルガモ交雑 ○ ○ ○

436 ハシブトガラス ○ ○ ○ ○ ＊ カワラバト ○ ○ ○

442 ヤマガラ ○ ○ ○ ○ ＊ ソウシチョウ ○

445 シジュウカラ ○ ○ ○ ○

452 ヒバリ ○
合 計 77 42 47 44


